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論 文 内 容 の 要 旨

噂乳類の骨格筋を支配するα一運動神経細胞 (MN)は,赤筋を交配する緊張性運動神経細胞 (トMN)と

白筋を支配する相動性運動神経細胞 (p-MN)とに大別され,一般に前者は後者より小さいと考えられて

いる｡ しかし,トMNとp-MNの区別は生理学的なパラメータの差異に基づ くものであり,両者の形態

学的な差異に関しては厳密な研究がない｡その最大の理由は,これまでは,特定の骨格筋を交配するM

Nを形態学的に同定する場合,通常,逆行変性法が用いられてきたためである｡ すなわち,逆行変性法

ではそれぞれの骨格筋を支配するMNを同定 してそれ らの正常像を比較することが困難であった｡そこ

で本研究では,西洋ワサビ過酸化酵素 (HRP)の逆行性軸索輸送を利用 して,ネコにおいて赤筋の代表

とされるヒラメ筋(Sol)を支配するMNと,おもに白筋からなる内側排腹筋 (MG)を支配するMNを同定

し,トMNとp-MNの大きさの比較を試みるとともに,それぞれの MN形態学的生後分化を細胞体の体

積を指標として追跡 した｡

生直後より生後140日までのネコおよび成ネコについて,-側のSolとそれと反対側のMGに1-2%

HRPを注入 し,20-48時間後に10%ホルマ リンで潅流固定 した後脊髄を採取 した｡第6腰髄節より第2

仙髄節にかけて厚さ60pの横断連続氷結切片を作製 し,過酸化水素と diaminobenzidineで HRPの呈色

反応(Graham andKarnovsky)を行った後,1%cresylvioletで後染色 した｡HRP陽性MNの細胞体に

っいて,核小体を通る長径aとそれに直交する短径bを接限 ミクロメーターにて計測 し,1.04･1/6'Eab/aT

(SchadgandVanHarreveld)により細胞体の体積を求めた｡それぞれの実験例において,SoトMNと

MG-MNの細胞体体積の平均値を求め,d/sd>2.72(Sd:平均値の差の標準偏差,d:平均値の差)の

とき,平均値に有意差 (P<0.01)ありとした｡ また, 細胞体体積の分布パターンの比較については,

Kolomogorov-Smirnov法による有意差検定を行った｡

SoトMNもMG-MNもともに第7腰髄節より第 1仙髄節にかけて混在 して分布するが,MG-MNの分

布域の方がより尾側 レベルにまでおよんでおり,また,全体としてはSol-MN群の方がMG-MN群より
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もやや腹外側に位置する傾向がみられる｡

成ネコにおいて,SoトMNおよびMG-MNの細胞体体積の分布はともに二峰性であるが,両者の体積

の分布パターンには差があり,(P<0.001),また,細胞体体積の平均値は SoトMNの方が小さい (P<

0.01)｡すなわち,成ネコにおいては,赤筋を支配するt-MNの細胞体は,白筋を支配するp-MNのそ

れより小さい傾向にある｡

一方,生直後の仔ネコでは,SoトMNおよびMG-MNの細胞体体積には平均値についても分布パター

ンについても差が認められない｡両者の細胞体体積の平均値および分布パターンの差が明らかになるの

は生後10日頃である｡

SoトMNおよびMG-MNの細胞体体積の平均値は,生後3週より7過にかけてもっとも著明に増加

し,その後の増加は比較的少ない｡しかし,細胞体体積平均値の増加は生後15ケ月を経てもなおわずか

ながら続 く｡ また,細胞体体積の分布パターンについてみると,MG-MNの方が,SoトMNよりも早期

に成ネコの状態に達する｡

SoLMN およびMG-MNの細胞体体積の分布パターンは生直後より二峰性を呈する｡ このうち小形

のMNはおそらくその大部分がγ-MNに属するものと考えられる｡ したがって,細胞体体積の平均値を

指標としてみるかぎり,γ-MNとα-MN-の分化は,トMNとp-MN-の分化に比較して,より早期に

おこるものと考えられる｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

遅筋運動単位と速筋運動単位を比較研究する場合,通常ヒラメ筋と内側排腹筋がそれぞれ遅筋および

速筋の代表として用いられる｡ しかるに,この両筋を支配する運動神経細胞は脊髄前角において同一細

胞群中に存在する故,両筋のそれぞれを支配する運動神経細胞を正常標本において同定し,両者を比較

することは不可能であった｡著者はこの問題点を克服するため,ニューロン連絡研究の手段として近年

盛んに用いられている西洋ワサビ過酸化酵素法を利用した｡すなわち,筋に注入された西洋ワサビ過酸

化酵素の逆行性軸索輸送を利用して,それぞれの筋を交配する運動神経細胞を標識し,それらの細胞体

体積の計測値にもとづいて,遅筋および速筋運動神経細胞の生後分化の経過を形態学的に把握すること

に成功した｡

本論文は,新らしい研究方法を導入することにより,遅筋支配運動神経細胞と速筋支配運動神経細胞

の生後分化の時間的経過を形態学的にはじめて明らかにしたものであり,今後神経細胞の形態分化の研

究の発展に資するところも大きいと考えられる｡

よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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